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【研究目的】
政策情報学部においてユーザーが自発的に企画を提出し、必要な知識、技術を持った人材を募集しマッチングすることで活動との出会いを促進することによりコース間を超えたコラボレーションを促進する。
【期待される効果】
１コース間のコラボレーションを促進
２企画者、参加者のスキルの向上
３あらたなサービスや会社の作る場になりえる
【研究概要】
政策情報学部は本来四つの専門的な分野の人材が集まりコラボレーションすることにより新たな仕組みやサービスといった新しいものやルールなどを作るのが目的で設立された。
しかし現状ではコース間を超えてコラボレーションされていることはあまりない。なぜなら企画を思いついても人を集めるのが困難であることと、自分が参加したい企画がうまくマッチングすることが少ないからである。
企画者からの視点
企画を実行させるには何より人を集めるのが大事である。それもできればその企画と同じような事をした経験者が必要だろうが、現状では友人や友人からの紹介でなければ人を集めることは難しい。また専門的な企画の場合人を集める時間がかかり企画そのものが頓挫する可能性すらありえる。
参加者からの視点
自分のしたいことはある程度決まっているがそのような企画にであうことがない、そもそも学校全体でいまどのような企画があるのか把握しマッチングさせるのはとても難しい。
これを解決するため本研究ではあらかじめ知識や技術を持った人、企画者をストック、分類化することにより参加者と企画者をマッチングさせ迅速に必要な人材を集め、参加する仕組みを検討しコラボレーションの活性化を目指す。
